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　在宅医療では現在、ADLやQOLを改
善するような医療行為が求められるよう
になっている。寝たきりの原因となる転
倒・骨折を防ぐ骨粗鬆症治療は重要であ
り、骨粗鬆症治療が在宅医療患者の
ADLとQOLに及ぼす影響を検討した。
　対象は 2010 年 7月から2011年 3月に
訪問診療を行った腰背部痛を訴える骨粗
鬆症患者14 例で、エルカトニンを週 1
回 20 単位投与する群 7例と、エルカトニ
ンを投与しない群 7例に無作為割付し
た。腰背部痛はVAS、ADL 指標は
Barthel Index（機能的評価）、QOL指標
はRDQ（Roland-Morris questionnaire）
とEQ-5D（日本語版 Euro QOL）、消化

　日常外来診療で、慢性腰痛を訴える骨
粗鬆症患者がトリガーポイント注射を希望
することがある。われわれは以前から骨
粗鬆症患者の疼痛軽減を目的にカルシト
ニン製剤を使用しており、腰背部痛に対
するカルシトニン製剤の効果を明らかにす
るため、局所麻酔剤もしくは局所麻酔剤＋
カルシトニン製剤の比較を行った。
　4つの外来診療施設で、慢性腰痛を
主訴にトリガーポイント注射を希望した
骨粗鬆症患者39 例を対象とした。20 例
（対照群）には 1％キシロカイン 2ccを週
1回トリガーポイント注射し、19 例（エル
カトニン群）にはエルカトニン20 単位＋1％
キシロカイン2ccを週 1回トリガーポイン
ト注射（筋肉内注射）した。患者背景に
有意差はなかった。開始時、2週、4 週、
8 週、12 週の各時点で VAS、RDQ、

器症状は Fスケールを用いて、
開始時から2週おきに12 週まで
調査した。
　その結果、VASは投与群で2週
目より改善し、4週以降は非投与群と有意
差があった（p＜0.05、Mann-Whiteny U
検定）。Barthel Indexは6週以降で投
与群に開始時よりも有意な改善がみられ
た（p＜0.05、Wilcoxon検定）。RDQは投
与群で6週目より改善し、非投与群に比
べ有意差が認められた（p＜0.01、Mann-
Whiteny U 検定、図4）。EQ-5Dは投与
群で4 週目より改善し、6週および 12 週
に非投与群と有意差があった（p＜0.05、
Mann-Whiteny U 検定）。Fスケールは

EQ-5Dの各指標を用いて調査を行った。
　VASは、4 週後には開始時と比べて
対照群、エルカトニン群ともに有意に低
下した（p＜0.05、反復測定二元配置分
散分析）。エルカトニン群はより早期の2
週後から低下し、8 週、12 週の時点で
は対照群よりも有意に低下した（p＜
0.05、反復測定二元配置分散分析）。
RDQは、対照群では軽減はしたものの
12 週時点で差はなかった。エルカトニン
群では 2 週後から明らかな減少が得ら
れ、4 週以降は対照群よりも有意に減少
した（p＜0.05、反復測定二元配置分散
分析）。EQ-5Dも、エルカトニン群では対
照群との比較でも開始時との比較でも有
意差が得られた（p＜0.05、反復測定二
元配置分散分析、図5）。
　開始時と12週後に胸腰椎X線2方向

両群に差がなかった。
　疼痛コントロールはADLやQOL低下
を防止する上で重要と考えられており、
以前からカルシトニン製剤によって疼痛
が改善すると経時的にQOLが改善する
との報告がある。今回の結果はこれを裏
付けるものであり、外来受診患者に比べ
てADLやQOLが制限されている在宅医
療患者への定期的なエルカトニンの投与
は、在宅医療のシステムそのものにも合
致する取り組みと思われた。

撮影を行ったが、全例で新規椎体骨折は
認めなかった。また、開始時と12 週後
に尿中NTXを測定したが、明らかな変
化はなかった。
　カルシトニン製剤を混注したトリガーポ
イント注射は、慢性の腰背部痛に対し、
局所麻酔剤単独での注射よりも早期から
優れた疼痛およびQOLの改善効果を示
すことが明らかになった。
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図4　エルカトニン投与群と非投与群のQOL指標：RDQ

図5　エルカトニン群と対照群のEQ-5D

※エルシトニン注 20S、20Sディスポの用法・用量は、「通常、成人には1回エルカトニンとして20エルカトニン単位を週1回筋肉内注射する。」です。


